
購
買
力
が
あ
っ
て
、
営
時
三
食
附
一
ヶ
月
金
八
園
也
で
下
宿
し
て
居
る
も
の

さ
へ
あ
り
、
最
高
十
五
園
も
出
せ
ば
夕
食
に
は
刺
身
に
洋
食
の
一
品
位
は
つ

け
る
と
云
ふ
低
物
債
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
少
々
有
り
難
か
っ
た
が
此
手
営
も

我
々
卒
業
後
間
も
な
く
続
費
節
減
の
あ
ほ
り
で
麿
止
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で

あ
っ
た
。

ほ
か
に
、
白
浜
徴
お
よ
び
白
浜
在
職
中
の
図
画
師
範
科
に
つ
い
て
は
『
白
浜

徴
先
生
追
悼
号
』
（
昭
和
四
十
九
年
。
錦
巷
会

m鰐
狂
認
嗣
懇
が
あ
り
、
参
考
に
な

る。
図
画
師
範
科
は
明
治
四
十
三
年
に
第
一
回
卒
業
生
を
全
国
の
中
等
学
校
へ
送

り
出
し
た
。
同
年
正
木
直
彦
、
白
浜
徴
、
上
原
六
四
郎
、
小
山
正
太
郎
、
阿
部

七
五
三
吉
ら
に
よ
る

『
尋
常
小
学
新
定
画
帖
』
が
発
行
さ
れ
、
図
画
師
範
科
の

順
調
な
運
営
と
相
ま
っ
て
、
明
治
三
十
五
年
以
来
の
図
画
教
育
改
革
は
完
結
を

み
た
。
ま
た
、
白
浜
徴
は
同
年
『
図
画
教
授
之
理
論
及
実
際
』
『
新
式
練
習
画

帖
』
を
出
版
し
、
一
方
図
画
師
範
科
の
同
窓
会
で
あ
る
錦
巷
会
が
結
成
さ
れ
て

そ
の
会
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
出
「
続

・
日
本
近
代
美
術
教
育

『
美
育
文
化
』
所
載
）
中
に
詳
し
い
論
及
が
あ
る
。

史
」
（
金
子
一
夫
著
。

③
 

前
項
中
に
掲
載
し
た
「
図
画
師
範
科
創
立
当
時
の
回
顧
」
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
錦
巷
会
は
明
治
四
十
年
十
一
月
に
発
足
し
た
図
画
師
範
科
の
親
睦
団

体
で
、
会
名
は
正
木
直
彦
の
命
名
に
よ
る
。
同
会
の
機
関
誌
『
錦
巷
』
は
明
治

四
十
四
年
三
月
創
刊
さ
れ
、
こ
れ
に
会
則
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
三
條
に

「
本
会
ハ
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
職
員
卒
業
生
並
二
在
校
生
徒
ヲ
以
テ
組

錦
巷
会

織
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
長
に
は
同
科
主
任
を
推
す
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
機
関
誌
に
つ
い
て
は
毎
月
編
纂
し
て
春
秋
二
回
特
別
号
を
刊
行
す
る
と
い

う
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
四
月
に
至
り
、
春
秋
二
回
発
行
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。
『
錦
巷
』
の
雑
報
欄
に
よ
っ
て
、
錦
巷
会
で
は
図
画
師
範

科
関
係
教
官
や
卒
業
生
の
講
話
、
絵
葉
書
競
技
、
余
興
な
ど
が
行
わ
れ
、
卒
業

式
の
時
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
学
校
へ
赴
任
す
る
生
徒
の
た
め
に
盛
大
な

送
別
会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
美
術
学
校
規
則

（「
総
則
」）
改
正

図
画
師
範
科
設
置
に
と
も
な
い
明
治
四
十
年
七
月
に
東
京
美
術
学
校
規
則
の

第
一
章
「
総
則
」
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

④
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